第６６回　香川県高等学校総合体育大会ヨット競技実施要項

　１．期日　　令和８年６月６日（土），６月７日（日）
　２．会場　　高松市ヨット競技場（高松市浜ノ町６７－１）　TEL（087）822-1668
　３．日程　（１）レース日程
	６月６日（土）
	09:00　　開会式・ ブリーフィング
10:00　  第１レーススタート
　　　　引き続きレースを行う

	６月７日（日）
	08:50　　ブリーフィング
09:40　　その日の最初のレーススタート
　　　　引き続きレースを行う
レース終了後　 閉会式


（２）６月６日は１７：００，６月７日は１６：３０以降には予告信号は発しない。
４．種目　　男子　　４２０級　　シングルハンダー級　　ＦＪ級　　学校対抗
女子　　４２０級　　シングルハンダー級　　ＦＪ級　　学校対抗
[bookmark: _Hlk204080540]（シングルハンダー級は，ＩＬＣＡ６級またはシーホッパー級ＳＲとする。）
５．競技規則　　本大会には，2025－2028セーリング競技規則（以下「規則」という）に定義された規則及び付則Ｐを適用する。各種目とも規則と矛盾する部分は，本要項及び帆走指示書の通りとする。
　６．競技方法　 （１）男女別に各種目６レースの実施を予定し，１レース以上のレースにより競技は成立する。
（２）得点方法は，成立したレースが４レース以下の場合は，すべてのレースの得点合計により順位を決定する。
（３）男女別学校対抗順位は，男女４２０級及び男女シングルハンダー級の確定した「順位に対する得点」を与え，各校の上位２位までの合計得点で決定する。「順位に対する得点」とは，１位の得点を参加艇数の値とし，１位下がるごとに１点を減じた得点とする。得点は上記種目の全ての参加艇に与えるが，４２０級の「順位に対する得点」は２倍した得点を与える。同点の場合は，４２０級で最も良い順位を獲得した学校が上位となる。
（４）艇は，自艇もしくは各校の責任においてチャーターした艇とする。
（５）艇およびセール番号は参加申込時に登録し，メインセールとスピネーカーは同一番号でなければならない。なお，同一のセール番号を複数の艇に使用することはできない。
（６）セール番号については任意とし，計測証明書の所有にはこだわらない。
７．計　　測　　各艇は，有効な計測証明書を提示しなければならない。
８．コース　　帆走するコースは，トラぺ・ゾイドコース又はソーセージ・コースとする。
９．参加資格　（１）香川県高等学校体育連盟加盟校の生徒であること。
（２）平成１９年４月２日以降に生まれた者とする。ただし，出場は同一競技３回までとし，同一学年での出場は１回限りとする。（県高校総体と県定通総体は同一の大会とする。）
（３）チームの編成において，全日制課程・定時制課程・通信製課程の生徒による混成は認めない。
（４）統廃合の対象になっている学校の参加については，当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。（統合完了前の２年間に限る）
（５）転校後６ヶ月未満の者の参加は認めない（外国人留学生もこれに準ずる）。ただし，一家転住などやむを得ない場合は，香川県高等学校体育連盟会長の許可があればこの限りではない。
（６）出場する選手は，在学する学校の校長の承認を必要とする。
（７）２０２６年度日本セーリング連盟会員登録を終えていること。
（８）学校教育法第１条に定める高等学校以外の学校については，香川県高体連で参加が認められた者で，３学年までの年齢１９歳未満の者に限る。
（９）その他の資格は，全国高等学校総合体育大会開催基準要項に準ずる。
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１０．参加制限　 （１）原則として，艇数の制限はしない。
（２）選手登録は，４２０級及びＦＪ級は１艇につき４名以内とし，スキッパー，クルーの分担は任意である。シングルハンダー級は１艇につき１名とする。なお，複数の艇に同一選手の登録はできない。
（３）男女出場校ごとに校長が認めた引率者が付き添い，万一の事故に備えて，傷害保険に加入しておくなど，万全の事故対策を講じておくこと。
１１．参加申込　 （１）申込方法
　　　　　　　　　　　所定の用紙により，２部作成し，各校で全競技まとめて確実な方法で申し込むこと。
　　　　　　　　（２）申込場所
　　　　　　　　　　　〒７６０－００１７　　高松市番町３丁目１－１　　　高松高等学校　内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香川県高等学校体育連盟事務局
　　　　　　　　（３）申込期日
　　　　　　　　　　　令和８年５月１４日（木）　正午　　必着
１２．安全規定　（１）各艇は，クラスルールに定められた曳航用ロープを搭載すること。なお，シングルハンダー級は，直径６㎜以上，長さ８ｍ以上のバウラインを搭載し，その一端はバウアイに結び付けられていなければならない。
（２）選手は，離岸から着岸までライフジャケット（５kgの重量物をつけた状態で水面に浮くもの）を着用すること。
１３．表彰　（１）男女別学校対抗優勝の学校に優勝杯，教育長賞状，高体連会長賞状を授与する。
（２）男女別学校対抗２位の学校に高体連会長賞状を授与する。
（３）男女とも４２０，シングルハンダー級，及びＦＪ級の２位までに高体連会長賞状を授与する。
（４）各種目について，参加艇が４艇未満の場合，１位のみに高体連会長賞状を授与する。



１４．会議　　大会参加者会議を，６月５日（金）１７：００よりヨット競技場で行う。
参加チームには事前に帆走指示書を配布するので持参すること。なお，帆走指示書の内容に関する質問の回答は，６月６日（土）９：００までに公式掲示板に掲示する。
１５．連絡事項　 （１）競技中の疾病，負傷などの応急処置は主催者側で行なうが，その後の責任は負わない。なお，参加者はマイナ保険証等、被保険者資格の確認ができるものを持参すること。
（２）出場校は必ず引率者が付き添わなければならない。引率者は監督を兼ねることができ，選手のすべての行動に対して責任を負うものとする。
（３）大会参加者会議開始より閉会式終了までの間，レース以外の出艇は認めない。
（４）開会式および閉会式には，式典にふさわしい服装で各校ごとに整列し参加すること。
（５）ヨットハーバー内の施設を利用する際には，マナーを守り，スポーツマンに相応しい言動をすること。
１６．問い合せ先　　不明な点は，高松第一高等学校　脇　慶太　まで。
　　　　　　　　　TEL（０８７）８６１－０２４４　　　　FAX（０８７）８６１－０２４６
